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江
東
区
中
川
船
番
所
資
料
館
は
、
平
成
15

年
3
月
の
開
館
以
来
、
中
川
番
所
や
関
東
の

水
上
交
通
、
江
戸
和
竿
を
は
じ
め
と
す
る
釣

り
文
化
を
伝
え
る
施
設
と
し
て
、
企
画
展
示

や
関
連
事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
平
成
22
年
3
月
に
7
年
目
を
迎

え
る
に
あ
た
っ
て
、
江
東
区
の
歴
史
や
文
化

を
伝
え
る
「
地
域
博
物
館
」
と
し
て
の
性
格

を
よ
り
深
め
る
べ
く
、
2
・
3
階
の
常
設
展

示
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

従
来
の
展
示
で
あ
る
水
上
交
通
や
釣
り
文

化
に
加
え
、
江
東
区
が
こ
こ
ま
で
た
ど
っ
て

き
た
歴
史
、
育
ん
で
き
た
文
化
を
広
く
取
り

上
げ
る
こ
と
で
、
よ
り
江
東
区
と
い
う
地
域

を
深
く
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
内
容
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
区
内
の
方
々
等
か

ら
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
昔
の
生
活
用
品
を
揃

え
た
「
昔
の
生
活
」
コ
ー
ナ
ー
や
江
東
区
の

民
俗
芸
能
の
一
つ
で
あ
る
「
木
場
の
角
乗
」

の
雰
囲
気
が
体
感
で
き
る
「
江
東
区
の
伝
統

芸
能
」
コ
ー
ナ
ー
な
ど
で
は
、
実
際
に
資
料

に
触
れ
、
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
内
容
に
し

て
い
き
ま
す
。

　

10
月
30
日
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
は
、
新
た

な
常
設
展
示
を
踏
ま
え
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
企

画
展
や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。
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■ 

3
階 
■

Ⅰ 

江
戸･

東
京
の
水
上
交
通

　

江
東
区
周
辺
の
河
川
を
中
心
に
、
江
戸
時

代
か
ら
近
代
（
明
治
〜
昭
和
）
ま
で
の
関
東

の
水
上
交
通
の
歴
史
を
取
り
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
船
で
行
き
交
っ
た
人
や
物
資
、
小
名
木

川
を
通
航
し
た
和
船
や
蒸
気
船
、
渡
し
場
と

橋
、
小
名
木
川
沿
岸
の
史
跡
な
ど
に
関
す
る

資
料
を
展
示
し
ま
す
。

Ⅱ　

江
戸
和
竿
と
釣
り
文
化

　

江
東
地
域
の
掘
割
や
海
辺
は
、
江
戸
時
代

か
ら
釣
り
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
、
江
戸･

東
京
周
辺
の
釣
り

文
化
の
歴
史
と
、
そ
の
伝
統
を
支
え
機
能
と

美
し
さ
を
兼
ね
備
え
た
江
戸
和
竿
や
釣
り
道

具
の
数
々
を
展
示
し
ま
す
。

■ 

2
階 

■

Ⅰ 

昔
の
生
活

　

区
内
在
住
の
方
々
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
資
料

を
も
と
に
、
昭
和
30
年
代
後
半
か
ら
昭
和
40

年
代
に
か
け
て
の
生
活
の
よ
う
す
を
再
現
し

ま
す
。
ま
た
、
区
内
で
撮
影
さ
れ
た
古
写
真

を
収
め
た
ア
ル
バ
ム
を
置
き
、
当
時
の
雰
囲

気
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

Ⅱ 

江
東
区
の
歴
史

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
新
田
開
発
と
江

戸･

東
京
の
近
郊
農
村
」「
掘
割
の
展
開
」、「
木

場
の
変
遷
」、「
江
東
区
の
近
代
工
場
」、「
関

東
大
震
災
と
復
興
の
軌
跡
」、「
臨
海
部
の
成

立
」、「
水
害
と
の
戦
い
」、「
寺
社
と
祭
礼
」、

「
江
東
区
の
漁
業
」
な
ど
と
い
っ
た
テ
ー
マ

の
中
か
ら
、
5
つ
の
テ
ー
マ
を
選
ん
で
定
期

的
に
入
れ
替
え
な
が
ら
、
江
東
区
の
特
色
あ

る
歴
史
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

Ⅲ　

江
東
区
の
民
俗
芸
能

　

江
東
区
域
に
は
、
地
域
の
生
業
や
暮
ら
し

の
中
か
ら
生
ま
れ
た
「
木
場
の
角
乗
」、「
木

場
の
木
遣
」、「
深
川
の
力
持
」、「
富
岡
八
幡

の
手
古
舞
」、「
砂
村
囃
子
」
と
い
っ
た
民
俗

芸
能
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
江
東
区
の

民
俗
芸
能
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、「
木
場

の
角
乗
」
の
衣
装
を
着
て
記
念
撮
影
が
で
き

る
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ま
す
。

Ⅳ 

「
城
東
」
と
「
深
川
」

　

城
東
地
域
は
江
戸
・
東
京
の
近
郊
農
村
と

し
て
発
展
し
、
深
川
地
域
は
明
暦
の
大
火
以

降
に
都
市
化
が
進
む
と
い
う
異
な
る
地
域
特

性
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。「
城
東
」と「
深
川
」、

そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
が
あ
る
二
つ
の
地
域
は
、

昭
和
22
年
（
１
９
４
７
）
に
江
東
区
と
し
て

一
つ
に
な
り
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
色
を
取
り
上
げ
て
展

示
し
ま
す
。

Ⅴ 

下
町
の
く
ら
し

　

江
東
区
の
町
と
人
を
支
え
て
き
た
町
会
や

商
店
街
。
都
電
も
ま
た
今
で
は
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
町
の
暮
ら
し
を
豊
か
に

し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
町
会
や
商
店

街
の
歴
史
や
活
動
の
記
憶
、
都
電
の
路
線
図

や
看
板
、
都
電
が
走
る
町
の
よ
う
す
な
ど
を

紹
介
し
ま
す
。

Ⅵ 

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示

　

資
料
館
で
所
蔵
し
て
い
る
貴
重
資
料
を
定

期
的
に
展
示
替
え
し
な
が
ら
紹
介
し
ま
す
。

Ⅶ 

錦
絵･

絵
画･

写
真
に
み
る
江
東
区

　

江
東
区
域
は
、
か
つ
て
江
戸･

東
京
近
郊

の
行
楽
地
で
あ
り
、
歌
川
広
重
や
豊
国
、
小

林
清
親
ら
が
制
作
し
た
浮
世
絵
の
題
材
に
多

く
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
区
民
の

方
々
か
ら
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
古
写
真
は
、

戦
前･

戦
後
の
江
東
区
を
映
し
出
す
貴
重
な

資
料
と
い
え
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
そ

れ
ら
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

中
川
船
番
所
資
料
館
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
展
示
の
準
備
の
た
め
、
次
の
期
間
臨

時
休
館
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
22
年
10
月

26
日（
火
）〜
29
日（
金
）

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
のあ

ら
ま
し

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
のあ

ら
ま
し「中川釣鱚」（『江戸名所図会』）

東雲飛行場隣の海岸（昭和 30年代）
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都
内
９
区
に
残
る
文
化
財
の
古
民
家
を
巡

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
住
宅
を
見
く
ら
べ
て
み
ま

せ
ん
か
。
建
物
や
暮
ら
し
ぶ
り
を
紹
介
す
る

ほ
か
、
様
々
な
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
合
同
解
説

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

江
東
区
で
は
次
の
日
程
で
区
指
定
有
形
文

化
財
（
建
造
物
）
で
あ
る
旧
大
石
家
住
宅
の

公
開
と
解
説
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、「
水
害

の
歴
史
と
備
え
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
昨
年

に
引
続
き
江
戸
川
区
の
一
之
江
名
主
屋
敷
と

の
合
同
解
説
会
も
開
催
し
ま
す
。

10
月
22
日
（
金
）・
11
月
７
日
（
日
）

　

14
時
〜
15
時

11
月
24
日
（
水
）

　

10
時
30
分
〜
11
時
30
分　

　

■
■
は
合
同
解
説
会（
左
表
D
参
照
）で
す
。

定
員　

30
名　
　
　

会
場　

旧
大
石
家
住
宅　

江
東
区
南
砂
5
│

24
地
先　

仙
台
堀
川
公
園
内

申
込
不
要
（
当
日
直
接
会
場
へ
）

問
合　

文
化
観
光
課
文
化
財
係

（
３
６
４
７
）
９
８
１
９

古民家の所在地と問合・申込先
古民家所在地 問合先・申込先

足
立
区

旧和井田家住宅
　足立区鹿浜2-44-1
　都市農業公園内

足立区教育委員会文化課文化財係
　〒120-8510　足立区中央本町1-17-1
　TEL 03（3880）5984

板
橋
区

旧粕谷家住宅
　板橋区徳丸7-11-1
旧田中家住宅
　板橋区赤塚5-35-25
　板橋区立郷土資料館内 

板橋区教育委員会生涯学習課文化財係
　〒173-8501　板橋区板橋2-66-1
　TEL 03（3579）2636

江
戸
川
区

一之江名主屋敷
　江戸川区春江町2-21-20

江戸川区教育委員会教育推進課文化財係
　〒132-0031　江戸川区松島1-38-1
　TEL 03（5662）7176

北
区

旧松澤家住宅
　北区赤羽西5-2-34
　赤羽自然観察公園内

北区教育委員会北区飛鳥山博物館事業係
　〒114-0002　北区王子1-1-3
　TEL 03（3916）1133

杉
並
区

旧篠崎家住宅主屋
旧井口家長屋門
　杉並区大宮1-20-8
　杉並区立郷土博物館内

杉並区立郷土博物館
　〒168-0061 杉並区大宮1-20-8
　TEL 03（3317）0841

世
田
谷
区

次大夫堀公園民家園
　世田谷区喜多見5-27-14
岡本公園民家園
　世田谷区岡本2-19-1

世田谷区教育委員会生涯学習・地域・
学校連携課民家園係
　〒157-0067　世田谷区喜多見5-27-14
　TEL 03（3417）5911

練
馬
区

旧内田家住宅
　練馬区石神井町5-13
　池淵史跡公園内

練馬区立石神井公園ふるさと文化館
　〒177-0041　練馬区石神井町5-12-16
　TEL 03（3996）4060

目
黒
区

旧栗山家主屋
　目黒区碑文谷3-11-22
　すずめのお宿緑地公園内

目黒区めぐろ歴史資料館
　〒153-0061　目黒区中目黒3-6-10
　TEL 03（3715）3571

施設によっては入館料が必要になります。それぞれの解説会の詳細については
見学希望の各区へお問い合わせください。

合同解説会テーマと日程
Dを除き申込制です。往復はがきに住所・氏名・
年令・希望のコース名と日付を明記の上それぞれ
の申込先へ送付してください。申込多数の場合は
抽選となります。

A川に沿った古民家　北区×足立区
日　時　10月19日（火）・26日（火）

10:00　北　区　旧松澤家住宅
13:30　足立区　旧和井田家住宅

費　用　無料　　　定　員　各日30名
申込先　北区　　　〆　切　9月30日必着

B古民家と屋敷林探索　江戸川区×世田谷区
日　時　10月24日（日）

10:00　江戸川区　一之江名主屋敷
14:00　世田谷区　次大夫堀公園民家園

費　用　100円　　　定　員　30名
申込先　江戸川区　  〆　切　10月14日必着

C長屋門の見較べ聴き較べ　杉並区×世田谷区
日　時　11月3日（水・祝）・13日（土）

10:00　杉並区　杉並区立郷土博物館
14:00　世田谷区　次大夫堀公園民家園

費　用　100円　　　定　員　各日30名
申込先　杉並区　　  〆　切　10月21日必着

D水害の歴史と備え　江戸川区×江東区
日　時　11月7日（日）

10:30　江戸川区　一之江名主屋敷
14:00　江東区　旧大石家住宅
11月24日（水）
10:30　江東区　旧大石家住宅
14:30　江戸川区　一之江名主屋敷

費　用　100円　　　定　員　各日30名
申込不要（当日直接会場へ）

E低地の古民家・台地の古民家　北区×板橋区
日　時　11月20日（土）

10:00　北　区　旧松澤家住宅
13:30　板橋区　旧田中家住宅

費　用　無料　　　定　員　50名
申込先　北区　　　〆　切　11月8日必着

F古民家の屋根　　目黒区×世田谷区
日　時　11月26日（金）

10:00　目黒区　旧栗山家主屋
14:00　世田谷区　次大夫堀公園民家園

費　用　無料　　　定　員　30名
申込先　世田谷区　〆　切　11月15日必着

その他の解説日（申込不要）もあります！
【足立区】10/23（土）・30（土）10時半～16時（随時）　【板橋区】
〔旧粕谷家住宅〕11/8（月）～14（日）10時～16時（随時）・〔旧
田中家住宅〕11/9（火）～14（日）9時半～17時（随時）　【北区】
10/10（日）、11/12（金）10時・11時・13時・14時・15時～　
【杉並区】10/10（日）14時～　【世田谷区】〔岡本公園民家園〕
11/6（土）13時半～　【練馬区】11/14（日）11時～　【目黒区】
11/19（金）13時半～

文
化
財
古
民
家
め
ぐ
り

●
東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
２
０
１
０
●

東

９
京

区
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本
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
江
戸
深
川
の
町
を
取

り
上
げ
探
訪
し
ま
す
。
そ
の
第
一
回
は
、
小

名
木
川
と
隅
田
川
の
合
流
地
点
で
、
万
年
橋

の
南
側
に
位
置
し
た
清
住
町
（
現
在
の
清
澄

1
・
２
丁
目
付
近
）
で
す
。
そ
こ
に
は
、
ど

の
よ
う
な
世
界
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
た
の
で

し
ょ
う
か
。
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）「
本

所
深
川
絵
図
」
と
文
政
一
二
年
（
一
八
二
九
）

『
御
府
内
備
考
』
の
記
述
を
も
と
に
、
散
策

し
ま
し
ょ
う
。

清
住
町
の
歴
史

　

清
住
町
は
、
寛
永
六
年
（
一
六
二
九
）
に

弥
兵
衛
と
い
う
人
物
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た

町
で
、
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
頃
に
弥
兵

衛
町
か
ら
清
住
町
に
町
名
を
変
え
ま
し
た
。

　

名
主
は
、
18
世
紀
初
め
頃
ま
で
弥
兵
衛
家

が
代
々
勤
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
町
の
南
に
展
開
し
た
佐
賀
町
・

相
川
町
・
熊
井
町
・
諸
町
・
冨
吉
町
・
黒
江
町
・

大
島
町
と
と
も
に
、
深
川
猟
師
町
と
呼
ば
れ
、

月
に
三
度
の
割
合
で
、
幕
府
に
魚
介
類
を
納

め
る
と
と
も
に
、
持
っ
て
い
る
船
で
、
幕
府

御
用
（
人
・
荷
物
の
運
搬
な
ど
）
も
務
め
ま

し
た
。

町
内
を
歩
く

　

出
発
地
は
、
小
名
木
川
に
架
か
る
万
年
橋

南
詰
（
①
）
で
す
。
ご
存
じ
の
通
り
、
万
年

橋
は
、
歌
川
広
重
の
「
名
所
江
戸
百
景
」
や

葛
飾
北
斎
の
「
冨
嶽
三
十
六
景
」
に
描
か
れ

て
い
る
、
江
戸
の
名
所
で
す
。

　

万
年
橋
か
ら
西
に
歩
く
と
す
ぐ
に
「
御
舟

蔵
」（
②
）が
あ
り
ま
す
。
御
舟（
船
）蔵
と
は
、

幕
府
の
船
を
保
管
す
る
施
設
で
、
船
を
漕
ぐ

水
主
（
労
働
力
）
が
す
ぐ
東
（
お
そ
ら
く
御

船
手
組
屋
敷
）
に
居
住
し
て
い
ま
し
た
。
幕

府
に
と
っ
て
隅
田
川
は
重
要
な
川
で
す
の

で
、
ほ
か
に
も
永
代
橋
南
詰
め
と
新
大
橋
の

北
に
御
舟
蔵
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
な

か
で
も
新
大
橋
北
の
御
舟
蔵
は
、
そ
の
規
模

が
大
き
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

御
舟
蔵
を
あ
と
に
し
て
、
左
に
曲
が
る
と

右
に
は
隅
田
川
の
雄
大
な
流
れ
が
迫
っ
て
き

ま
す
。
絵
図
に
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
実
際

に
は
川
沿
い
に
あ
っ
た
幕
府
の
土
地
に
長
さ

四
五
間
（
八
一
m
）、
幅
一
間
三
尺
（
二
・
七

m
）
の
物
揚
場
・
物
置
場
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
広
さ
は
六
七
坪
五
合
で
、
使

用
者
は
坪
単
位
で
使
用
料
を
払
い
ま
し
た
。

そ
の
額
は
、
月
に
銀
一
分
で
し
た
。
た
だ
し
、

こ
の
河
岸
は
、
町
内
地
先
に
あ
っ
た
河
岸
の

一
部
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
は
、
荷
揚

げ
に
従
事
す
る
人
々
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で

き
た
は
ず
で
す
。

　

ま
た
、
町
内
西
側
の
大
川
端
に
は
、
間
口

2
間
（
３
・
６
m
）、
裏
行
2
間
3
尺
（
４
・

５
m
）
の
自
身
番
屋
が
あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
左
方
に
目
を
む
け
る
と
、
牧
野
豊

前
守
屋
敷
（
丹
後
国
田
辺
藩
＝
現
、京
都
府
）、

霊
運
院
、
町
屋
、
そ
れ
か
ら
松
平
陸
奥
守
蔵

屋
敷
（
仙
台
藩
伊
達
氏
）
と
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
霊
運
院
（
③
）
は
、
深
川
の

名
所
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
斉
藤
月
岑
の
『
江

戸
名
所
図
会
』
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
小
名

木
川
と
そ
こ
に
架
か
る
万
年
橋
、
御
舟
蔵

な
ど
は
、
町
の
様
子
を
よ
く
示
し
て
い
ま

す
。
ち
な
み
に
、
仙
台
堀
の
名
称
は
、
河
口

に
あ
っ
た
仙
台
藩
蔵
屋
敷
に
ち
な
ん
で
付
け

ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
前
方
に
は
、
そ
の
仙
台
堀
に
か
か

る
「
上か
み

の
橋
」
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
そ
こ

を
渡
る
と
佐
賀
町
に
入
っ
て
し
ま
い
ま
す
の

で
、
そ
の
手
前
を
左
手
に
曲
が
り
ま
す
。
そ

し
て
、
仙
台
藩
蔵
屋
敷
に
沿
っ
て
仙
台
堀
沿

い
に
歩
く
と
、
す
ぐ
に
堀
に
ぶ
つ
か
り
ま
す
。

そ
こ
を
さ
ら
に
左
手
に
曲
が
る
と
、「
清
住

町
」
の
裏
手
に
出
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
伊
奈

半
十
郎
を
は
じ
め
、
い
く
つ
か
の
武
家
屋
敷

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
は
清
住
町
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ち
な
み
に
、
ほ
ぼ
同
時
期
の
絵
図

（『
寛
永
録　

壱
』
所
収
）
に
よ
れ
ば
、
霊
雲

院
脇
の
細
長
い
「
清
住
町
」（
④
）
に
は
4

筆
の
土
地
が
、
そ
の
隣
の
同
町
に
は
3
筆
の

土
地
が
あ
り
、そ
の
ほ
か
に「
扇
橋
町
続
」（
白

河
４
│

４
付
近
）
と
「
永
堀
町
続
」（
福
住
2

│
６･

７
付
近
）
に
清
住
町
代
地
（
幕
府
の
土

地
収
用
に
と
も
な
う
代
替
地
）
が
あ
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
で
清
住
町
の
町
歩
き
は
終
わ
り
で

す
。
同
町
は
、
町
場
と
し
て
発
展
す
る
傍
ら
、

武
家
・
寺
社
な
ど
の
土
地
が
入
り
混
じ
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
江
戸
周
辺
に
位
置
し

た
深
川
地
域
の
特
質
の
ひ
と
つ
と
い
え
ま

す
。

（
文
化
財
専
門
員　

出
口
宏
幸
）

清 

住 

町

清 

住 

町

江
戸
の
町
内
探
訪
①

①
② ③

「本所深川絵図」（嘉永5年 尾張屋板）

「深川霊雲院」（『江戸名所図会』）

①

③
④

②
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前
回
に
続
い
て
、
浅
間
神
社
（
亀
戸
9
）

境
内
の
道
標
が
案
内
す
る
浅
間
神
社
、
亀
戸

天
神
、
六
阿
弥
陀
（
常
光
寺
）、
そ
し
て
浅

草
へ
と
至
る
江
戸
時
代
以
来
の
古
道
を
訪
ね

ま
す
。
今
回
は
、
浅
間
神
社
か
ら
、
浅
間
竪

川
小
学
校
南
側
の
古
道
を
行
き
ま
す
。

浅
間
神
社
か
ら
京
葉
道
路
に
出
る

　

で
は
、
前
回
の
浅
間
神
社
か
ら
出
発
し
ま

す
。
神
社
南
側
を
通
る
亀
戸
浅
間
通
り
を
西

へ
行
く
と
、
広
い
都
道
に
出
ま
す
。
都
道

を
京
葉
道
路
に
向

か
っ
て
歩
い
て
行
く

と
、
脇
道
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
道
が
古
道

の
名
残
で
す
（
写
真

①
）。
こ
の
道
を
進

む
と
、
す
ぐ
に
京
葉

道
路
に
出
ま
す
。
道

路
の
反
対
側
に
見
え

る
細
い
道
が
、
古
道

の
続
き
で
す
（
写
真

②
）。
向
こ
う
側
に

渡
る
横
断
歩
道
が
無

い
の
で
、
右
手
の
交
差
点
に
廻
っ
て
渡
り
ま

す
。
写
真
③
は
道
に
入
っ
て
40
ｍ
ほ
ど
の
地

点
か
ら
撮
っ
た
も
の
で
、
こ
の
先
の
右
側
に

は
浅
間
竪
川
小
学
校
が
あ
り
ま
す
。

浅
間
竪
川
小
学
校
南
側
の
古
道

　

昭
和
30
年
代
前
半
ま
で
に
は
、
校
門
の
手
前

辺
り
か
ら
左
手
に
折

れ
る
道
が
あ
り
（
写

真
③
）、
現
在
は
ラ
イ

フ
亀
戸
店
（
亀
戸
9

―
24
）
の
敷
地
に
な
っ

て
い
る
所
を
通
っ

て
、
亀
戸
9
丁
目
と

7
丁
目
の
境
で
あ
る
道
に
通
じ
て
い
ま
し
た

（
地
図
点
線
）。
ラ
イ
フ
西
隣
に
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
が
あ
り
ま
す
が
、そ
の
裏
手
（
北
側
）
に
、

古
道
の
痕
跡
と
み
ら

れ
る
道
が
あ
り
ま
す

（
写
真
④
）。

　

道
の
先
を
左
手
に

折
れ
、
い
っ
た
ん
京

葉
道
路
に
出
て
、
9

丁
目
と
7
丁
目
の

境
と
な
っ
て
い
る
道
に
入
り
ま
す
。
こ
の
道

は
、
総
武
本
線
の
高
架
を
く
ぐ
っ
て
、
亀
戸

中
央
公
園
を
つ
ら
ぬ
き
、
水
神
社
（
亀
戸

4
―

11
）
へ
と
続
い
て
行
き
ま
す
。
明
治
38

年
（
１
９
０
５
）
の
「
東
京
府
南
葛
飾
郡
全

図
」
に
よ
る
と
、「
堺
橋
道
」
と
呼
ば
れ
て

い
た
よ
う
で
す
。
写

真
⑤
は
京
葉
道
路
か

ら「
堺
橋
道
」に
入
っ

た
地
点
で
す
。
こ
の

辺
り
で
、
写
真
④
の

古
道
が
つ
な
が
っ
て

い
ま
し
た
。

旧
家
の
絵
図
に
古
道
を
見
る

　

写
真
⑤
の
右
に
折
れ
る
道
は
（
亀
戸
9
―

27
と
35
の
境
）、
江
戸
時
代
以
来
の
道
で
あ

る
こ
と
が
、
区
指
定
有
形
文
化
財
「
牧
野
家

文
書
」
中
に
残
さ
れ
て
い
る
「
亀
戸
周
辺
田

畑
屋
敷
見
取
図
」（
左
下
ト
レ
ー
ス
図
、『
牧

野
家
文
書
』
5
に
掲
載
）
で
確
認
で
き
ま
す
。

　

牧
野
家
は
、
中

川
堤
ま
で
続
く
こ

の
道
を
西
境
と

し
、
中
川
堤
端
で

54
間
余
（
約
98

ｍ
）
の
幅
を
有
す

る
、
短
冊
状
の
土

地
を
所
有
し
、「
対

馬
屋
敷
」
と
呼
ん

で
い
ま
し
た
。
そ

の
東
境
は
、
浅
間
竪
川
小
学
校
の
敷
地
に
か

か
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
対
馬
屋
敷

の
西
側
の
地
は
「
本
多
屋
敷
」
と
呼
ば
れ
て

い
ま
し
た
。
か
つ
て
あ
っ
た
本
多
下
野
守
の

屋
敷
に
由
来
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
対
馬
・

本
多
両
屋
敷
地
の
境
で
あ
っ
た
こ
の
道
は
、

牧
野
家
の
道
で
し
た
。

　

本
図
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
南
境
に
「
土

手
」
と
記
し
た
、
や
や
カ
ー
ブ
す
る
道
を
描

い
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
の
土
手
道
は
、
写

真
④
か
ら
⑤
の
間
に
あ
っ
た
古
道
に
あ
た
り

ま
す
。
よ
っ
て
、
こ
の
辺
り
の
古
道
は
、
土

手
道
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
古
道

の
様
子
を
記
す
史
料
は
少
な
く
、
本
図
は
貴

重
な
も
の
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
現
在
、
辺

り
の
土
地
は
平
坦
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
か

つ
て
は
、
土
手
道
と
中
川
堤
と
の
間
に
挟
ま

れ
た
田
園
地
帯
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

（
文
化
財
専
門
員　

栗
原 

修
）

浅
間
竪
川
小
学
校
周
辺
の
古
道

浅
間
竪
川
小
学
校
周
辺
の
古
道

江
東

2

古
道

の

を
ゆ
く

（北）

（南）

（西） （東）

5

4
3

2
1

京葉道
路

（
都
道
）

※丸数字は写真番号に対応
　点線は古道（推定）

①

②

③

④

⑤
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深
川
江
戸
資
料
館
で
開
催
さ
れ
て
い
た

「
江
東
幕
末
発
見
伝
！
」
で
は
「
軍
事
拠
点

越
中
島
の
成
立
」
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り

ま
し
た
が
、
今
回
の
江
東
歴
史
紀
行
で
は
、

江
戸
時
代
の
終
わ
り
頃
か
ら
明
治
時
代
に
か

け
て
の
越
中
島
の
歴
史
に
つ
い
て
み
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

越
中
島
が
最
初
に
確
認
で
き
る
の
は
、
明

暦
〜
万
治
年
間
（
１
６
５
５
〜
６
１
）
に
旗

本
の
榊
原
越
中
守
照
清
が
屋
敷
地
と
し
て
拝

領
し
た
時
で
す
。
こ
の
頃
ま
で
に
、
越
中
島

は
埋
め
立
て
に
よ
っ
て
陸
地
と
な
っ
て
い
た

よ
う
で
す
。
越
中
島
と
い
う
地
名
は
、
こ
の

榊
原
越
中
守
に
由
来
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

越
中
島
は
高
波
な
ど
で
浸
食
さ
れ
、
榊
原
越

中
守
は
屋
敷
地
を
幕
府
に
返
上
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
18
世
紀
に
な
る
と
越
中
島
は
再

び
埋
め
立
て
ら
れ
、
主
に
町
人
地
と
な
り
ま

す
。
文
政
11
年
（
１
８
２
８
）
作
成
の
「
町

方
書
上
」
に
よ
れ
ば
、
越
中
島
の
町
人
地
は

合
計
７
７
０
０
坪
余
、
総
家
数
は
１
７
９
軒

で
し
た
。

　

越
中
島
の
歴
史
が
大
き
く
変
わ
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
の
は
、
天
保
11
年
（
１
８
４
０
）

に
清
と
イ
ギ
リ
ス
と
の
間
で
お
き
た
ア
ヘ
ン

戦
争
で
す
。
こ
の
戦
争
で
、
強
い
と
思
っ
て

い
た
清
が
イ
ギ
リ
ス
に
敗
れ
た
こ
と
に
、
幕

府
は
大
き
な
衝
撃
を
受
け
ま
す
。

　

日
本
の
近
海
に
は
、
18
世
紀
末
か
ら
ロ
シ

ア
や
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
の
船
が
出
没
す

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
幕
府
は
外
国

と
の
交
流
を
オ
ラ
ン
ダ
・
清
・
朝
鮮
・
琉
球

に
制
限
し
て
い
た
の
で
、
ロ
シ
ア
・
イ
ギ
リ

ス
・
ア
メ
リ
カ
の
船
が
日
本
に
近
づ
い
た

ら
大
砲
を
撃
っ
て
追
い
払
う
こ
と
に
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
ア
ヘ
ン
戦
争
の
結
果
を
う
け

て
、
外
国
と
の
戦
争
を
ひ
き
お
こ
し
か
ね
な

い
こ
の
方
針
を
幕
府
は
改
め
、
ロ
シ
ア
・
イ

ギ
リ
ス
・
ア
メ
リ
カ
の
船
が
着
岸
し
た
ら
薪

や
水
な
ど
を
与
え
て
穏
便
に
引
き
と
っ
て

も
ら
う
こ
と
と
し
ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、

万
一
戦
い
に
な
っ
た
場
合
に
備
え
て
、
江
戸

湾
の
守
り
を
強
化
し
始
め
る
の
で
す
。

　

天
保
13
年
（
１
８
４
２
）、
幕
府
は
江
戸

湾
の
う
ち
房
総
半
島
側
の
防
御
を
忍お
し

藩
（
忍お
し

城
は
現
埼
玉
県
行
田
市
に
あ
り
ま
し
た
）
に
、

三
浦
半
島
側
の
防
御
を
川
越
藩
に
命
じ
ま

す
。
こ
の
時
幕
府
は
、
江
戸
湾
防
御
の
た
め

に
必
要
で
あ
れ
ば
便
宜
を
は
か
る
と
伝
え
て

い
ま
す
。

　

忍
藩
は
翌
年
（
１
８
４
３
）、
房
総
半
島
側

の
防
御
の
手
当
て
の
た
め
に
、
越
中
島
に
屋
敷

地
を
拝
領
し
ま
す
。
川
越
藩
は
屋
敷
地
を
拝
領

し
て
い
な
い
の
で
、
忍
藩
の
越
中
島
拝
領
は
忍

藩
の
希
望
に
よ
る
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。
屋
敷

地
の
絵
図
を
見
る
と
、
荷
揚
げ
場
や
馬
場
・
射

撃
場
な
ど
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
忍
藩
が
軍
事

拠
点
と
し
て
整
備
し
た
の
で
し
ょ
う
。
現
在
の

練
兵
橋
の
あ
た
り
に
架
か
る
橋
を
渡
っ
た
先
に

入
口
の
門
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

忍
藩
の
越
中
島
拝
領
に
先
立
っ
て
、
幕
府

は
越
中
島
の
町
人
た
ち
に
立
ち
退
き
料
を
与

え
て
強
制
的
に
退
去
さ
せ
て
い
ま
す
。
幕
末

に
幕
府
が
江
戸
の
町
人
を
強
制
退
去
さ
せ
た

事
例
は
ご
く
わ
ず
か
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
幕

府
に
と
っ
て
江
戸
湾
の
守
り
を
固
め
る
こ
と

が
ど
れ
ほ
ど
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
か
が
う

か
が
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
備
え
も
、
嘉
永
6
年

（
１
８
５
３
）
の
ペ
リ
ー
来
航
に
は
ほ
と
ん

ど
役
に
立
ち
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
ペ

リ
ー
艦
隊
が
帰
る
と
た
だ
ち
に
幕
府
は
江
戸

湾
奥
に
砲
台
の
台
場
を
築
造
し
ま
す
。
忍
藩

は
房
総
半
島
に
か
わ
っ
て
、
今
度
は
三
番
台

場
の
担
当
に
な
り
ま
す
。
越
中
島
か
ら
最
も

近
い
台
場
が
三
番
台
場
で
し
た
。

幕
末
維
新
期
の
越
中
島

幕
末
維
新
期
の
越
中
島

江
東
歴
史
紀
行

【越中島にあった町一覧】
町名 町ができた年 坪数 家数（内訳）

深川大嶋町代地
（越中嶋町続）

寛文2年（1662）
6月25日 600 21（家守2、地借2、店借17）

深川越中嶋町 正徳元年（1711） 1200 45（家守4、地借25、店借16）
深川越中嶋拝借地 享保6年（1721） 1632 43（地借13、店借35）
深川築出新地 享保19年（1734） 2532 50（地借43、店借7）

深川定浚屋鋪 天明2年（1782）
7月24日 1500 13（地借9、店借4）

深川定浚屋鋪
続上納地

天明2年（1782）
10月24日 251.125 7（地借2、店借5）

合計 7715.125 179（家守6、地借94、店借84）
「町方書上」（1828年）より作成

（深川越中嶋拝借地の家数が合わないため、合計も合わない）

現在の練兵橋

「江戸内海台場図」
（原剛『幕末海防史の研究』名著出版、
1988 年、56頁の図に一部加筆）
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文
久
3
年
（
１
８
６
３
）
に
、
忍
藩
は
三

番
台
場
の
担
当
を
解
か
れ
ま
す
。
約
20
年
に

わ
た
る
江
戸
湾
防
御
は
、
忍
藩
の
財
政
に

大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
翌
年

（
１
８
６
４
）、
忍
藩
は
不
要
と
な
っ
た
越
中

島
の
屋
敷
地
を
幕
府
に
返
上
し
ま
す
。
忍
藩

は
建
物
の
代
金
と
し
て
２
０
０
０
両
を
幕
府

か
ら
受
け
取
っ
て
い
ま
す
。

　

ペ
リ
ー
来
航
後
、
幕
府
は
台
場
を
築
造

し
て
江
戸
湾
奥
の
守
り
を
固
め
る
と
と
も

に
、
旗
本
・
御
家
人
の
武
術
奨
励
の
た
め
に

講
武
所
を
設
立
し
ま
す
。
講
武
所
は
安
政
4

年
（
１
８
５
７
）
に
築
地
（
現
中
央
区
築
地
）

で
開
場
し
、
剣
術
・
槍
術
・
砲
術
な
ど
を
教

え
ま
し
た
。
越
中
島
に
は
講
武
所
の
砲
術
調

練
場
が
設
置
さ
れ
、
翌
年
に
は
13
代
将
軍
徳

川
家
定
が
越
中
島
へ
来
て
調
練
を
上
覧
し
て

い
ま
す
。
元
治
元
年
（
１
８
６
４
）
に
忍
藩

が
越
中
島
の
屋
敷
地
を
幕
府
に
返
上
す
る

と
、
元
忍
藩
屋
敷
地
も
幕
府
調
練
場
に
組
み

込
ま
れ
ま
し
た
。

　

文
久
3
年
（
１
８
６
３
）
4
月
か
ら
12
月

の
間
に
、
越
中
島
で
は
お
よ
そ
6
日
に
1
日

の
割
合
で
砲
術
の
稽
古
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
砲
術
の
稽
古
を
行
う
時
に
は
、
越
中
島

沖
の
船
の
航
行
が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

幕
府
が
江
戸
湾
の
守
り
を
さ
ら
に
固
め

る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
、
文
久
3
年

（
１
８
６
３
）
3
月
の
イ
ギ
リ
ス
艦
隊
の
江

戸
湾
来
航
事
件
で
す
。
イ
ギ
リ
ス
艦
隊
は
、

前
年
（
１
８
６
２
）
8
月
に
お
き
た
生
麦
事

件
（
薩
摩
藩
士
に
よ
る
イ
ギ
リ
ス
人
殺
傷
事

件
）
の
賠
償
を
幕
府
に
求
め
に
や
っ
て
き
ま

し
た
。
イ
ギ
リ
ス
側
は
一
戦
交
え
る
姿
勢
を

見
せ
な
が
ら
幕
府
と
の
交
渉
に
あ
た
っ
て
い

ま
す
。
結
局
、
幕
府
が
賠
償
金
を
支
払
う
こ

と
で
落
着
し
、
江
戸
湾
は
戦
場
に
な
ら
ず
に

す
み
ま
し
た
が
、
そ
の
直
後
か
ら
、
幕
府
は

四
番
・
七
番
台
場
の
築
造
と
佃
島
・
越
中
島

へ
の
砲
台
新
設
に
着
手
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
こ
の
4
基
の
砲
台
は
、
石
材
が

値
上
が
り
し
た
た
め
予
算
が
足
り
な
く
な

り
、
佃
島
砲
台
以
外
は
工
事
途
中
で
建
設
が

中
止
さ
れ
た
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

関
係
史
料
を
再
検
討
し
た
結
果
、
越
中
島
砲

台
も
元
治
2
年
（
１
８
６
５
）
2
月
以
前
に

完
成
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
つ

ま
り
、
計
画
さ
れ
た
4
基
の
う
ち
、
隅
田
川

河
口
部
に
あ
る
佃
島
・
越
中
島
の
2
基
の
砲

台
が
完
成
し
、
一
方
で
2
基
の
追
加
台
場
は

未
完
成
に
終
わ
っ
た
の
で
す
。

　

台
場
は
江
戸
湾
奥
の
第
一
線
の
防
衛
ラ
イ

ン
、
隅
田
川
河
口
部
の
砲
台
は
第
二
線
の
防

衛
ラ
イ
ン
に
あ
た
り
ま
す
。
財
政
難
の
中

で
、
幕
府
は
第
一
線
の
防
衛
ラ
イ
ン
の
充
実

よ
り
も
、
第
二
線
の
防
衛
ラ
イ
ン
の
新
設
を

優
先
し
た
と
い
え
ま
す
。
隅
田
川
河
口
部
か

ら
は
軍
艦
の
大
砲
で
江
戸
城
を
砲
撃
で
き
る

の
で
、
第
一
線
の
防
衛
ラ
イ
ン
を
突
破
さ
れ

て
も
江
戸
城
を
攻
撃
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
佃

島
と
越
中
島
に
砲
台
が
設
置
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
越
中
島
に
は
、
砲
術
調
練
場
と

し
て
の
役
割
に
加
え
て
、
江
戸
城
を
守
る
軍

事
施
設
と
し
て
の
役
割
も
与
え
ら
れ
た
の
で

す
。
越
中
島
砲
台
が
あ
っ
た
場
所
は
、
現
在

の
東
京
海
洋
大
学
越
中
島
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に

あ
た
り
ま
す
。

　

明
治
時
代
に
な
り
ま
す
と
、
幕
府
調
練
場

は
そ
の
ま
ま
明
治
政
府
の
練
兵
場
と
な
り
ま

す
。
明
治
3
年（
１
８
７
０
）9
月
8
日
に
は
、

越
中
島
で
の
練
兵
を
明
治
天
皇
が
天
覧
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
こ
の
時
に
君
が
代
が
初
め

て
公
式
に
演
奏
さ
れ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
相

生
橋
の
た
も
と
に
は
、昭
和
18
年（
１
９
４
３
）

に
建
て
ら
れ
た
、
明
治
天
皇
の
天
覧
を
記
念

す
る
大
き
な
碑
が
あ
り
ま
す
。

　

越
中
島
練
兵
場
は
、
東
京
か
ら
程
近
く
に

あ
る
大
砲
射
撃
場
で
あ
り
、
小
銃
の
正
式
な

訓
練
が
で
き
る
東
京
府
で
唯
一
の
練
兵
場
と

し
て
重
宝
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
大
砲
や

小
銃
の
性
能
が
良
く
な
っ
て
射
程
が
伸
び
る

と
、
だ
ん
だ
ん
手
狭
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

明
治
16
年
（
１
８
８
３
）
に
は
、
陸
軍
歩
兵

大
佐
の
乃の

木ぎ

希ま
れ

典す
け
が
越
中
島
調
練
場
の
拡
張

工
事
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
越
中
島
練
兵
場

は
明
治
24
年
（
１
８
９
１
）
に
廃
止
さ
れ
、

跡
地
に
は
陸
軍
糧り

ょ
う

秣ま
つ

廠し
ょ
う（

食
料
や
衣
料
品
な

ど
の
物
資
を
保
管
・
輸
送
す
る
た
め
の
施
設
）

や
深
川
憲
兵
分
隊
な
ど
が
置
か
れ
ま
し
た
。

　

明
治
32
年
（
１
８
９
９
）
に
は
越
中
島
の

陸
軍
用
地
の
大
半
が
引
き
払
わ
れ
、
商
船
学

校
（
東
京
海
洋
大
学
の
前
身
）
な
ど
の
土
地

と
な
り
ま
し
た
。
商
船
学
校
は
校
地
の
整
備

を
行
い
、
明
治
35
年
（
１
９
０
２
）
に
越
中

島
へ
の
移
転
を
完
了
し
ま
す
。
こ
れ
が
、
現

在
の
東
京
海
洋
大
学
越
中
島
キ
ャ
ン
パ
ス
へ

と
至
っ
て
い
ま
す
。

（
文
化
財
専
門
員　

中
西　

崇
）

相生橋のたもとの明治天皇聖蹟碑

明治 42 年（1909）頃の「陸軍糧秣廠」
（『新撰東京名所図会』より。手前の橋は練兵橋。）
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江
東
区
に
伝
わ
る
民
俗
芸
能
を
一
挙
公
開

し
ま
す
。
い
ず
れ
も
江
戸
時
代
に
は
じ
ま
っ

た
も
の
で
、
現
在
は
、
そ
れ
ぞ
れ
保
存
会
・

睦
会
に
よ
り
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
日
頃

の
研
鑽
に
よ
り
磨
き
抜
か
れ
た
技
は
、
数
百

年
の
時
を
経
て
、
今
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
江
戸
の
粋
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

【
会　

場
】　

都
立
木
場
公
園

【
時　

間
】　

11
時
〜
15
時
45
分

【
演　

目
】

11
時
〜
12
時
30
分

★
木
場
の
角
乗
（
東
京
木
場
角
乗
保
存
会
）

　

木
場
の
筏
師
（
川
並
）
が
、
水
に
浮
か
べ

た
材
木
を
鳶

口
ひ
と
つ
で

乗
り
こ
な
し
、

筏
に
組
む
仕

事
の
余
技
か

ら
生
ま
れ
ま

し
た
。
葛
西

囃
子
の
演
奏

と
と
も
に
、

水
に
浮
か
ん
だ
角
材
の
う
え
で
、
様
々
な
技

が
演
じ
ら
れ
ま
す
。

13
時
〜
15
時
45
分

★
木
場
の
木
遣
（
木
場
木
遣
保
存
会
）

　

徳
川
家
康
が
江
戸
造
営
に
際
し
て
連
れ
て

き
た
材
木
商
が

伝
え
た
も
の
と

い
わ
れ
ま
す
が
、

確
か
な
こ
と
は

不
明
で
す
。
木

遣
は
、
息
を
合

わ
せ
る
た
め
に
、

掛
け
声
の
よ
う

に
即
興
の
詩
を

つ
け
て
歌
っ
た
も
の
で
す
。
現
在
は
、
祝
儀

の
場
な
ど
で
も
歌
わ
れ
て
い
ま
す
。

★
木
場
の
木
遣
念
仏
（
木
場
木
遣
保
存
会
）

　

戦
前
ま
で
、
木

場
の
川
並
、
船
頭
、

材
木
屋
な
ど
の
間

に
永
代
講
が
あ
り
、

そ
の
仲
間
の
家
に

不
幸
が
あ
っ
た
時
、

こ
の
念
仏
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。
戦

前
に
な
く
な
っ
た

永
代
講
の
百
万
遍
念
仏
を
、
保
存
会
の
皆
さ
ん

が
お
念
仏
と
称
し
て
伝
え
て
い
ま
す
。

★
砂
村
囃
子
（
砂
村
囃
子
睦
会
）

　

江
戸
近
辺
の
祭
り
囃
子
の
一
つ
で
、
享
保

年
間
（
１
７
１
６
〜
）
に
香
取
明
神
社
（
現

在
の
葛
西
神
社
）
の
神
官
に
よ
っ
て
近
隣
の

農
村
に
広
め
ら

れ
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

祭
礼
・
祝
儀
の

場
な
ど
で
演
奏

さ
れ
て
い
ま
す
。

※
獅
子
舞
も
演

じ
ら
れ
ま
す
。

★
富
岡
八
幡
の
手
古
舞

　

（
富
岡
八
幡
の
手
古
舞
保
存
会
）

　

富
岡
八
幡
宮

の
3
年
に
1
度

の
大
祭
に
行
わ

れ
る
芸
能
で
す
。

特
に
所
作
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、

神
輿
の
前
を
木

遣
を
唄
い
な
が

ら
練
り
歩
く
も
の
で
、
現
在
は
地
元
の
有
志

の
皆
さ
ん
が
つ
と
め
て
い
ま
す
。

★
深
川
の
力
持
（
深
川
力
持
睦
会
）

　

倉
庫
街
で
あ
っ
た
佐
賀
町
あ
た
り
で
、
米

俵
や
酒
樽

の
運
搬
か

ら
発
生
し

た
余
技
で

す
。
そ
こ
に
力
自
慢
が
加
わ
り
、
様
々
な
も

の
を
使
っ
て
技
を
披
露
し
ま
す
。

訃
報

深
川
力
持
睦
会
会
長
を
長
い
間
務
め
て

こ
ら
れ
た
鶴
岡
秀
雄
氏
は
、
去
る
６
月

17
日
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
鶴

岡
氏
に
は
、「
江
東
区
民
俗
芸
能
保
存
連

盟
」（
民
俗
芸
能
５
団
体
で
構
成
）
会
長

と
し
て
も
、
江
東
区
の
民
俗
芸
能
の
発

展
に
多
大
な
る
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
こ
に
、
慎
ん
で
ご
冥
福
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

10
月
17
日（
日
）開
催

江
東
区
民
俗
芸
能
大
会

江
東
区
民
俗
芸
能
大
会

江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る

永代通り

東京メトロ東西線

都営新宿線

工匠壱番館・弐番館
（森下文化センター）

小名木川

深川不動尊
富岡八幡宮

菊川

新大橋通り

清洲橋通り
深川江戸資料館

森下
深川
神明宮

森下五丁目
バス停

木場四丁目
　　　バス停

霊厳寺

葛西橋通り

清澄
白河

木場

親水館

高橋のらくろロード

高
橋

東
京
都
現
代
美
術
館

木
場
公
園

木
場
公
園

都
営
大
江
戸
線

三
ツ
目
通
り

大
門
通
り

海
辺
橋

清
澄
通
り

木
場
親
水
公
園

ふれあい広場ふれあい広場

入口広場入口広場

会場
●都立木場公園（木場4丁目）入口広場・
ふれあい広場
交通　
●地下鉄東西線「木場駅」下車徒歩5分　
●地下鉄大江戸線「清澄白河駅」・地下鉄
新宿線「菊川駅」下車徒歩15分　

●都バス 業10 〔業平橋駅前～新橋〕木場4
丁目下車
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